


    悩み

     手術をした箇所は成功とのことだが、新しい箇所にいつ出るのか心配で、薬の注射も、本当にこの薬が正しいのか心配だ。 


    助言

    
              【肝細胞がん】




  
  肝細胞がんの患者さんの多くは、慢性肝疾患を患っている（日本人の肝細胞がんの約9割は肝炎ウイルスが原因と言われています）ので、治療選択の際には、がんの広がり（場所、大きさ、個数、血管のなかにがんが入っていないかなど）、肝機能（肝予備能）、の2つのバランスが十分に検討されます。
肝細胞がんの治療は、以前から患っている慢性肝疾患を治すのではありません。慢性肝疾患のため肝細胞がんができやすく、治療をしても、肝臓の別の場所にがんが再発することがありますが、肝細胞がんの再発の状況に応じて、適切な治療が行われます。


  




              【治療に関して不安があれば、納得・理解のために行動する】




  
  治療法や治療に伴うつらさなどへの不安や悩みがある場合、その根底には治療への理解が不十分であったり、未知の事柄への漠然とした不安があったりします。
そこで、納得いくまで担当医にわからない点を確認したり、がんや治療法について書かれた本を読んだり、インターネットで調べたりしてみましょう。治療法については、期待できる効果、副作用、起こりうる合併症、他の治療法と比べたときの利点や欠点などをまずよく理解することが大切です。
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